
つ
い
て
は
両
氏
の
海
容
を
仰
ぎ
た
い
。
な
お
在
印
度

の
井
上
氏
の
御
健
勝
を
祈
念
し
つ
つ
。
　
（
A
5
版
、

本
文
四
四
九
頁
、
索
引
一
八
頁
、
図
版
三
三
葉
、
定

価
一
四
〇
〇
円
、
山
川
出
版
社
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
…
田
村
　
円
澄
…
i

山
口
弥
一
郎
著

〉

開
拓
と
地
名

　
　
一
地
名
と
家
名
の

　
　
　
　
　
　
基
礎
的
研
究
i

，
地
名
の
研
究
は
秘
田
国
男
氏
に
よ
り
先
鞭
を
つ
け

ら
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
後
日

本
で
は
あ
ま
り
発
展
し
て
き
て
い
な
い
。
そ
の
間
に

あ
っ
て
、
近
年
古
い
丈
化
の
申
心
で
あ
る
京
都
に
中

野
文
彦
氏
を
申
心
と
し
て
関
西
の
歴
史
家
、
郷
土
塑

家
、
国
語
研
究
家
運
が
相
集
っ
て
日
本
地
名
学
研
究

所
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
こ
発
行
の
「
地
名
国
選

轡
」
申
の
一
冊
と
し
て
ま
ず
本
書
の
出
版
を
み
た
こ

と
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
の
将
来
の
発
展
を
豫
期
せ

し
め
る
も
の
と
し
て
慶
賀
に
た
え
な
い
。

　
本
書
の
著
者
は
既
に
「
東
北
の
焼
畑
慣
行
」
、
「
東

北
地
方
の
経
済
地
理
研
究
」
等
を
発
表
し
て
、
東
北

地
方
農
村
生
活
研
究
所
を
主
宰
し
、
三
十
年
こ
の
か

た
東
北
地
方
の
農
民
の
経
済
生
活
を
研
究
し
て
今
日

に
到
っ
て
い
る
。
本
書
は
B
六
版
の
選
書
の
一
冊
と

い
う
綱
約
も
あ
っ
て
、
必
ら
ず
し
も
固
く
る
し
い
純

学
術
書
の
体
裁
を
な
さ
な
い
が
、
内
容
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
あ
り
、
し
か
も
著
者
の
過
去
三
十
年
聞
の
身

熱
が
エ
キ
ス
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
地
名
研
究

の
概
観
を
知
る
た
め
に
は
や
は
り
、
柳
田
氏
の
轡
物

と
と
も
に
無
視
出
来
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
二
五
五
頁
に
わ
た
る
内
容
を
ほ
ぼ
二
分
し
、
前
編

で
は
材
料
を
全
国
一
般
に
求
め
、
後
編
で
は
磐
城
、

陸
中
、
羽
前
、
羽
後
等
、
東
北
の
特
殊
地
域
を
取
扱

っ
て
い
る
。
前
編
…
は
さ
ら
に
こ
れ
を
、
第
一
「
地
名

と
關
…
拓
前
の
自
然
景
観
」
、
第
二
　
「
地
名
よ
り
観
た

開
墾
集
落
の
発
達
」
以
下
「
最
小
集
落
の
生
活
と
単

位
地
名
」
、
「
北
上
出
地
の
屋
号
と
集
落
」
　
「
漁
…
村
の

発
達
と
納
屋
地
名
」
「
焼
畑
と
地
名
」
「
繋
と
古
い

交
通
路
」
　
「
鬼
越
、
二
渡
の
地
名
」
の
八
つ
を
収
録

す
る
。
こ
の
後
二
者
は
共
に
そ
れ
ぞ
れ
交
通
．
路
の
仲

継
集
落
な
い
し
は
荷
渡
簗
落
の
存
在
を
意
慨
す
る
と

い
う
。
前
編
を
逼
じ
て
の
特
徴
は
著
者
が
地
理
掌
者
、

で
あ
る
だ
け
に
地
名
研
究
に
お
け
る
地
域
的
復
原
を

重
要
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
第
一
の
論
文
に

つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
を
湿
地
開
墾
地
名
（
ヤ
チ
、

ク
テ
、
ム
ダ
、
フ
ケ
、
尾
側
、
サ
ク
）
、
陽
地
、
陰

地
（
ヒ
ナ
タ
、
ヒ
カ
ゲ
、
オ
ソ
ヂ
、
ア
テ
ラ
）
、
泥
、

炭
地
（
サ
ル
ケ
）
、
潟
開
墾
一
（
カ
タ
、
　
ス
カ
）
、
、
出
加

地
、
崔
霊
地
、
籠
芯
地
（
カ
ガ
、
カ
ヌ
カ
、
カ
ッ
カ
、
カ

ノ
ガ
、
コ
ガ
、
コ
ウ
ガ
、
ア
ク
ツ
、
ア
ク
ト
、
ゴ
ウ

ラ
）
、
原
始
林
、
草
原
等
の
地
名
（
ガ
ツ
ギ
、
ア
シ
、

カ
シ
ワ
、
ハ
ノ
キ
）
等
自
然
的
景
観
を
主
に
し
て
分

類
、
且
つ
そ
の
地
名
の
場
所
を
歴
塑
的
地
理
的
に
説

明
す
る
。
こ
れ
は
従
来
の
地
名
研
究
が
蒐
集
し
た
地

名
カ
ー
ド
の
摘
出
に
終
っ
て
い
る
の
か
ら
み
る
と
一

歩
進
み
、
晴
に
は
新
編
会
津
風
土
記
や
同
武
蔵
風
土

記
等
の
記
載
を
注
意
す
る
等
著
者
の
学
問
的
態
度
が

う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
を
第
四
の
開
墾
集
落
の
項
に

つ
い
て
み
て
も
、
従
来
知
ら
れ
る
別
府
や
興
野
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら

田
等
の
地
名
の
ほ
か
、
東
北
に
多
い
派
等
を
説
明
す

る
。
ハ
ダ
ラ
は
ハ
ダ
ツ
で
あ
り
、
津
軽
で
は
最
初
木

を
伐
り
、
根
を
掘
り
起
す
開
墾
の
意
中
に
も
胴
い
た

こ
と
を
古
丈
勲
等
か
ら
示
し
、
現
在
で
は
村
落
名
と

し
て
立
派
に
生
長
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
こ
の
項

で
は
分
村
地
名
に
注
平
し
、
分
村
の
す
べ
て
が
必
ず

し
も
開
墾
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
漸
次
嗣
発
さ

れ
て
集
落
が
増
加
し
、
本
村
と
区
分
す
る
必
要
か
ら

お
こ
っ
た
も
の
と
し
、
岡
清
水
に
対
す
る
浜
清
水
、
畝
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害評と紹介

方
に
対
す
る
谷
方
等
対
蹄
的
な
地
名
を
求
め
る
。
ま

た
吉
凶
禍
福
の
際
に
、
助
合
つ
た
り
す
る
単
位
を
あ

ら
わ
す
サ
メ
と
い
っ
た
言
葉
が
部
落
名
か
ら
地
名
を

表
現
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
例
を
あ
げ
、
ほ
か
に
、

輪
や
垣
内
、
間
切
、
作
、
株
等
々
い
ず
れ
も
部
落
組

織
の
最
小
単
位
の
地
名
か
ら
お
こ
っ
た
と
み
る
。
ま

た
社
会
経
済
塑
的
観
点
を
見
の
が
さ
な
い
氏
は
、
隔

絶
さ
れ
た
北
上
山
地
の
あ
る
村
に
つ
い
て
は
地
名
と

名
聞
、
屋
号
が
夫
々
同
一
に
し
て
、
し
か
も
同
じ
廟
宇

の
家
が
少
い
の
に
為
し
て
、
他
の
地
理
的
条
件
の
め

ぐ
ま
れ
た
村
に
あ
っ
て
は
反
対
で
あ
る
こ
と
に
注
意

し
た
。
勧
者
の
場
合
山
村
僻
地
に
あ
り
、
他
地
方
と

の
交
渉
が
少
く
地
名
が
村
名
と
な
り
、
明
治
の
は
じ

め
名
字
命
名
の
許
さ
れ
た
隣
に
、
そ
の
ま
ま
継
承
さ

れ
た
の
だ
と
し
、
後
者
で
は
開
拓
定
住
が
古
く
、
名

字
の
場
合
一
種
平
均
十
二
戸
八
分
で
、
前
者
の
二
戸

六
分
と
異
る
こ
と
、
一
方
屋
号
は
二
戸
四
分
と
な
り
、

名
字
は
後
に
有
力
者
の
名
字
に
統
欄
さ
れ
た
こ
と
、

そ
の
他
本
家
、
分
家
の
関
係
が
後
者
に
目
立
つ
こ
と

等
を
あ
げ
る
。
こ
れ
ら
の
一
々
を
量
及
び
質
の
両
様

か
ら
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
に
調
査
し
、
山
村
開
拓
や
穂
郡
洛

設
定
の
時
期
を
推
定
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

納
屋
地
名
に
お
い
て
も
従
来
知
ら
れ
た
九
十
九
量
浜

だ
け
で
は
な
く
、
東
北
地
方
の
事
例
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
の
が
便
宜
で
あ
り
、
焼
畑
地
名
で
も
ま
た
東
北

地
方
の
例
が
よ
り
詳
細
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
氏
の
場
合
も
ま
た
地
名
の
分
析
を
通
じ

て
地
域
の
　
特
色
や
開
擶
の
歴
史
を
求
め
ん
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
と
に
時
代
の
古
い
文
轡
記
録
の
残
存

度
が
僅
少
な
東
北
地
方
の
研
究
に
地
名
を
利
用
し
た

こ
と
は
正
し
い
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
編

の
諸
論
放
ま
た
い
ず
れ
も
、
地
名
を
地
形
関
係
、
開

墾
関
係
、
交
通
関
係
、
信
仰
、
慣
行
関
係
、
ア
イ
ヌ

語
関
係
等
と
分
類
し
て
一
々
の
佛
を
あ
げ
た
も
の
で

あ
る
。

　
本
書
を
読
み
な
が
ら
感
じ
る
唯
一
の
欠
陥
は
地
理

学
、
民
俗
学
、
社
ム
質
商
積
畳
塑
の
三
目
有
を
マ
ス
タ
ー
す

る
著
者
が
、
い
っ
た
い
ど
の
掌
問
に
主
依
一
を
お
い
て

地
名
を
研
究
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
方
法
論
的
吟

味
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
序
文
に
「
東
北
の

経
済
地
理
を
学
ん
で
い
て
、
結
果
は
東
北
の
生
活
を

解
く
た
め
に
、
自
然
の
制
約
を
究
め
る
と
共
に
、
こ

の
生
活
を
維
持
、
或
は
発
展
さ
せ
て
き
た
社
会
経
済

史
や
民
俗
の
次
以
料
を
、
新
た
な
角
度
で
蒐
集
し
て
み

よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
一
部
を
地
名

に
負
お
う
と
し
た
。
」
と
あ
る
が
、
本
文
の
内
容
で
は

や
や
資
料
の
列
挙
に
終
っ
た
感
が
な
い
で
も
な
い
。

こ
と
に
地
理
学
と
し
て
地
名
研
突
上
議
も
必
慶
な
の

は
局
部
地
域
の
考
証
、
も
っ
と
地
籍
図
等
を
利
用
し

た
、
小
字
名
の
研
究
で
あ
る
。
地
形
図
上
の
地
名
を

取
り
上
げ
、
定
澱
的
に
そ
の
傾
向
を
分
析
す
る
や
り

方
は
従
来
の
や
り
方
で
あ
る
が
、
本
書
の
前
編
で

は
、
対
象
を
日
本
全
農
［
に
求
め
た
た
め
、
こ
の
や
り

方
す
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
。
著
者
の
博
識
か
ら
多
く

の
各
地
の
地
名
が
た
だ
ア
ッ
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
列
挙
さ

れ
、
立
論
の
根
拠
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
著
者
の
ご
と
く
ク
テ
の
地
名
を
必
ら
ず
湿
地
’

を
表
す
言
葉
だ
け
と
解
す
る
な
ら
ば
、
申
仙
這
の
宿

駅
の
大
久
手
（
漱
）
の
ご
と
き
は
、
む
し
ろ
高
燥
地

の
宿
験
と
し
て
著
名
な
の
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ

と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
場
合
高
燥
地
を
流
れ
る

黒
谷
も
あ
る
し
、
そ
ん
な
箇
所
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ

る
の
か
ど
う
か
読
者
に
は
も
っ
と
区
部
の
微
地
形
と

地
名
と
の
関
係
が
知
り
た
い
。
第
二
に
評
者
の
何
購
、

も
感
じ
る
こ
と
は
、
地
名
や
民
俗
学
の
研
究
者
は
、

日
本
の
麹
土
学
者
に
終
っ
て
い
る
感
じ
が
強
い
こ
と

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
の
地
名
研
究

が
ど
の
よ
う
な
体
系
を
示
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に

書
す
る
日
本
の
研
究
は
方
法
論
的
に
も
莫
際
の
研
究

法
の
上
に
も
、
い
か
よ
う
な
特
異
性
を
有
し
て
い
る

の
か
を
も
っ
と
教
え
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
シ
ユ
リ
ユ

ー
タ
ー
の
ド
イ
ツ
地
誌
に
は
こ
の
地
名
研
究
が
古
文
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献
利
用
以
上
に
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
活
か
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
考
え
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
本
書
の
は

じ
め
に
、
少
し
で
よ
い
か
ら
、
謹
厚
蒼
の
既
往
熟
年
の

研
究
成
果
を
組
立
て
る
べ
き
著
者
独
自
な
研
究
の
方

法
が
の
べ
て
ほ
し
か
っ
た
の
は
、
あ
な
が
ち
評
雌
竺

入
の
勝
手
な
注
文
で
も
な
い
よ
う
に
思
う
。
　
（
B
6

二
山
ハ
六
百
ハ
、
　
｛
疋
価
二
二
〇
〇
円
、
　
R
円
本
地
名
学
研
二
軍
所

　
発
行
）
　
　
　
　
　
　
　
一
…
藤
岡
謙
二
郎
－

　
ご
○
ぼ
“
日
ぴ
①
じ
d
Φ
瓦
葺
臥
b
碧

O
｛
O
甑
昌
Φ
ω
①
O
ぞ
庄
N
9
寓
O
謬
・

、
H
Φ
零
●
d
附
く
醜
忽
蔓
○
｛
妻
曽
ω
げ
営
α
q
8
嶺

男
話
ω
ρ
ω
①
暮
鳳
ρ
9
ω
渉
・

（
李
済
著
「
申
国
国
声
遣
開
始
」
）

　
著
者
の
李
済
氏
に
つ
い
て
は
、
今
更
紹
介
す
る
ま

で
も
な
い
程
に
、
中
国
の
考
古
学
界
の
最
高
の
研
究

家
の
一
人
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
山
西
省
夏
県
西

陰
虚
で
、
著
者
が
行
っ
た
彩
陶
遺
蹟
の
発
掘
は
、
中

国
人
に
よ
る
中
国
の
最
初
の
科
学
的
な
発
掘
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
考

古
組
の
リ
…
ダ
ー
と
し
て
、
安
陽
の
毅
虚
、
山
東
省

城
子
崖
な
ど
の
発
掘
を
主
宰
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら

の
発
掘
に
よ
っ
て
得
た
資
料
を
駆
使
し
て
多
彩
な
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
毅
虚
の
遣
物
を
中
心

と
し
た
研
究
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中

央
研
究
院
が
、
実
際
に
発
掘
を
行
っ
た
期
間
が
、
そ

の
ま
ま
股
虚
の
発
掘
の
踊
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
な
ら
ば
当
然
で
あ
る
。
青
銅
器
（
容
器
。
利
器
と

も
）
、
陶
器
、
石
器
、
人
骨
の
形
態
的
な
研
究
な
ど
、

そ
の
範
囲
は
非
常
に
広
い
。
勿
論
こ
う
い
っ
た
各
々

の
研
究
に
対
し
て
、
見
解
を
異
に
す
る
学
者
も
多
い

で
あ
ろ
う
。
然
し
、
こ
と
七
三
の
研
究
に
関
す
る
限

り
は
、
実
際
の
発
掘
に
従
事
し
た
こ
と
、
或
い
は
資

料
を
直
接
手
に
し
て
研
究
し
て
い
る
点
は
、
何
ん
と

い
っ
て
も
著
者
の
長
所
で
あ
る
。
而
か
も
、
こ
う
い

っ
た
各
種
の
資
料
を
綜
合
し
た
鶏
姦
全
体
の
上
か
ら

遣
物
を
考
え
る
と
い
う
態
度
は
、
考
古
学
者
の
な
か

で
は
数
少
い
一
人
で
あ
る
。
今
一
つ
著
者
の
研
究
の

特
色
を
な
し
て
い
る
の
は
、
遺
物
を
数
量
的
に
取
り

あ
つ
か
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
発
掘
し
た
遺
物
の

報
告
に
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
や
重
量
な
ど
を
記
載
す
る

こ
と
は
、
普
通
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
て
遺

物
を
集
め
て
研
究
す
る
と
な
る
と
、
形
態
的
な
i

器
形
或
い
は
文
様
一
な
ど
の
－
研
究
に
終
始
し
て
、

数
字
が
無
視
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
。
こ
の
点
李
済
氏
の

研
究
は
、
独
特
な
方
法
を
も
つ
て
い
る
。
例
え
ば
、

葬
器
の
研
究
で
は
、
器
の
外
形
的
な
ス
ケ
ー
ル
と
と

も
に
、
そ
の
容
童
が
常
に
注
意
さ
れ
、
容
量
の
比
率

に
よ
っ
て
各
種
の
銅
器
の
一
組
と
し
て
の
組
合
せ
を

考
え
、
更
に
、
そ
れ
か
ら
銅
器
の
用
途
を
考
丸
よ
う

と
す
る
。
陶
器
の
研
究
で
も
、
そ
の
外
形
的
な
相
互

関
係
と
と
も
に
、
成
分
を
化
学
的
に
分
析
し
て
製
陶

の
技
術
を
考
え
る
。
こ
う
い
っ
た
方
法
は
、
中
國
を

始
め
、
少
く
と
も
中
国
考
古
学
に
関
す
る
限
り
は
、

余
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
点
で
は
、
新
し

い
研
3
6
方
法
を
拓
い
た
人
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

㌔
り
。

　
さ
て
こ
の
「
申
国
文
明
的
開
始
」
は
、
以
上
の
よ

う
に
、
中
国
考
古
学
の
最
も
優
れ
た
研
究
者
の
一
人

で
あ
る
李
済
氏
が
、
一
九
五
四
年
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
の
招
き
で
、
ア
メ
リ
カ
と
メ
キ
シ
コ
を
訪
問
し

た
際
行
っ
た
三
つ
の
講
演
を
ま
と
め
、
補
足
し
て
出

版
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
次
の
三
つ
の
部
分
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
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